
  「御神船」とは、伊達藩
の時代、物資流通や大漁

祈願の海渡りに活躍した

船が称賛されて「御神船」と

呼ばれるようになりました。
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　仙台水産はこのほど、経済産業省が主催し「健康経営」を

実践している優良な企業を認証する「健康経営優良法人 2025

(中小規模法人部門)」に認定されました。

　健康経営とは、従業員の健康を重要テーマに位置付ける経営手法です。

将来的に収益性等を高める投資であり、健康管理を経営的視点から捉え、

戦略的に実践します。仙台水産は健康づくりのステップとして、健康経営

優良法人の認定取得を目指しました。

　令和４年８月、本田誠社長が全社員の前で「仙台水産健康宣言」を発表。

以来、その実現に向けて①従業員の健康意識の向上②生活習慣病予防啓発

③労働時間適正化に取り組んできました。

　仙台水産の鈴木由佳総務部長は「楽しく参加できる社内健康イベントや、

業務共有化を促進して、働きやすい職場環境の実現を目指して取り組みを

続けていきたい」と意気込みを話しています。

進
元
年
〟
と
し
、
女

性
の
力
を
十
分
に
発

揮
し
て
い
た
だ
く
。

経
営
陣
の
皆
様
に
は

活
躍
で
き
る
環
境
づ

く
り
を
全
力
で
応
援

し
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
仙
水
デ

イ
リ
ー
の
松
本
文
彦

社
長
が
乾
杯
の
音
頭

を
と
り
宴
に
入
り
ま

し
た
。続
い
て
グ
ル
ー

プ
に
貢
献
し
た
７
社

と
２
部
門
の
表
彰
、

各
社
長
か
ら
新
年
度

に
向
け
た
方
針
発
表

が
あ
り
ま
し
た
。

　
会
は
、
終
始
笑
顔

　
主
催
者
で
あ
る
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
会
社
仙
台

商
産
の
石
森
克
文
社
長
は
「
お

か
げ
様
で
全
体
の
今
期
取
扱

高
１
０
０
０
億
円
を
達
成
で

き
る
見
込
み
で
あ
る
。
仙
水

グ
ル
ー
プ
の
特
長
は
、
仙
台

水
産
と
グ
ル
ー
プ
各
社
が
共

に
成
長
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
に

あ
る
。
会
が
明
日
へ
の
活
力

に
な
る
よ
う
楽
し
い
時
間
に

し
た
い
」
、
仙
台
水
産
の
本
田

誠
社
長
は
「
次
世
代
を
担
う

若
い
社
員
の
育
成
に
注
力
す

る
。
今
年
を
〝
女
性
活
躍
推

に
包
ま
れ
、
和
や
か
な
雰
囲

気
の
中
、
さ
ら
な
る
団
結
と

飛
躍
を
誓
い
合
う
大
変
有
意

義
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
仙
台
水
産
役
員
人
事
異
動

（
３
月
１
日
付
）

執
行
役
員
養
魚
部
部
長 

新
田

一
史
（
新
任
）　
執
行
役
員
近

海
特
種
部
部
長
　
佐
藤
将
光

（
新
任
）

（
４
月
１
日
付
）

常
務
取
締
役
営
業
本
部
副
本

部
長
鮪
部
部
長 

三
浦
伸
一
朗

　
　   =

４
面
に
団
結
会
関
連
記
事=

仙台水産が「健康経営優良法人 2025」認定を取得
「経営理念の実現には従業員の健康が第一」  本田社長

さらなる飛躍を！ 貢献７社２部門を表彰

グループ全２４社長 来期方針を発表

　
仙
水
グ
ル
ー
プ
は
、
新
年
度
入
り
を
前
に
し
た
３
月
18
日
、
ホ
テ
ル
メ
ト

ロ
ポ
リ
タ
ン
仙
台(

仙
台
市
青
葉
区)

で
全
24
社
の
経
営
幹
部
ら
78
人
に
よ
る

グ
ル
ー
プ
団
結
会
を
開
き
、
さ
ら
な
る
飛
躍
へ
心
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

▲「健康経営優良法人 2025
(中小規模法人部門)」認定証

▶
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
会
社
の
石
森

社
長(

右)
が
貢
献
各
社
を
表
彰
し
た



我が社に笑顔のこの人あり No.令和  年　 月

仙
台
水
産

塩
干
部 

鮭
鱒
課

横
田 

一
歩 

さ
ん

　
４
月
で
入
社
３
年
目
に
。

上
司
や
先
輩
、
お
客
様
の
お

か
げ
で
、
日
々
楽
し
く
仕
事

に
取
り
組
め
て
い
ま
す
。
感

謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
３
年

目
も
頑
張
り
ま
す
。
押
忍
！

総
務
課

佐
藤 

奈
津
美
さ
ん

　
秋
田
丸
魚
に
入
社
し
て
、

一
年
半
経
ち
ま
し
た
。
こ
ん

な
に
笑
い
の
絶
え
な
い
職
場

は
初
め
て
で
す
。
楽
し
く
前

向
き
な
気
持
ち
で
業
務
に
取

り
組
め
て
お
り
幸
せ
で
す
。

　
寒
か
っ
た
冬
も
ま
も
な
く

春
に
。
日
中
と
夜
間
の
気
温

差
の
影
響
で
体
調
を
崩
さ
な

い
よ
う
注
意
し
て
い
ま
す
。

新
年
度
も
、
無
事
故
・
無
違

反
、
安
全
運
転
に
努
め
ま
す
。

運
輸
部

高
橋 

さ
と
み
さ
ん

　
厳
し
い
冬
も
も
う
す
ぐ
終

わ
り
。
だ
ん
だ
ん
と
春
め
い

て
き
て
い
ま
す
ね
。
春
の
交

通
安
全
運
動
も
間
近
で
す
。

今
後
と
も
無
事
故
・
無
違
反

安
全
運
転
で
頑
張
り
ま
す
！

業
務
部 

物
流
１
課

　
第
１
セ
ン
タ
ー
に
来
て
６

年
目
。
仕
事
も
色
々
覚
え
、

責
任
の
あ
る
仕
事
で
充
実
し

て
い
ま
す
。
今
年
の
冬
は
寒

す
ぎ
。
休
日
は
引
き
こ
も
り

が
多
く
体
重
が
増
加
中
で
す
。

　
長
男
が
専
門
学
校
、
長
女

が
高
校
を
卒
業
し
ま
し
た
。

送
迎
に
、
お
弁
当
の
準
備
と

ま
だ
ま
だ
続
き
そ
う
で
す
。

風
邪
な
ど
ひ
か
な
い
よ
う
、

体
力
を
つ
け
て
頑
張
り
ま
す
。

仙
台
丸
水
配
送

末
永 

和
資 

さ
ん

伊
藤 

加
代
子
さ
ん

秋
田
丸
魚

中
央
水
産
花
巻

水
産
加
工
課

運
輸
部

小
野 

雅
弘 

さ
ん

仙
水
セ
ン
タ
ー

仙
台
丸
水
配
送

145３７

　　
　　  

　
実
は
睡
眠
時
間
が
７
～

８
時
間
眠
る
人
の
肥
満
度

が
最
も
低
く
、
そ
れ
よ
り

睡
眠
時
間
が
短
く
て
も
長

く
て
も
肥
満
度
は
高
く
な

る
と
い
う
結
果
が
で
て
い

ま
す
。
睡
眠
の
時
間
が
体

に
及
ぼ
す
影
響
は
非
常
に

強
い
と
い
う
訳
で
す
。

　
睡
眠
中
は
成
長
ホ
ル
モ

ン
が
分
泌
さ
れ
、
脂
肪
を

分
解
し
、
ま
た
、
筋
肉
も

成
長
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

睡
眠
不
足
に
な
る
と
、
何

か
食
べ
た
い
衝
動
に
か
ら

れ
食
欲
が
増
加
し
て
し
ま

う
現
象
や
、
メ
ン
タ
ル
面

に
お
い
て
は
や
る
気
が
出

ず
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
思
考
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
健
康
体
で
あ
り
た
い
、

ダ
イ
エ
ッ
ト
が
続
か
な
い
、

メ
ン
タ
ル
面
が
安
定
し
な

い
、
な
ど
で
悩
ん
で
い
る

方
は
、
①
寝
る
３
～
４
時
間

前
に
食
事
を
済
ま
す
②
寝

る
１
時
間
前
は
ス
マ
ホ
や

携
帯
を
見
な
い
③
７
～
８

時
間
の
睡
眠
を
心
が
け
る

④
寝
る
直
前
に
10
回
ほ
ど

深
呼
吸
す
る
。

　
ま
ず
は
一

週
間
、
こ
の

４
つ
を
ぜ
ひ

試
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

【
春
の
交
通
安
全
県
民
総
ぐ

る
み
運
動
】 

期
間
▽
令
和
７

年
４
月
６
日
㈰
か
ら
15
日

㈫
ま
で
の
10
日
間
。
新
学

期
が
始
ま
る
４
月
か
ら
６

月
に
か
け
て
交
通
事
故
に

よ
る
死
傷
者
が
増
加
す
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
加
え

て
、
歩
行
中
児
童
の
事
故

の
約
４
割
が
登
下
校
中
に

発
生
し
て
い
ま
す
。

　
悲
惨
な
事
故
の
当
事
者

に
な
ら
な
い
よ
う
、
交
通

り
あ
い
」
、

慣
れ
た
道

で
も
「
か

も
し
れ
な

い
」
運
転

の
実
践
を

一
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん

か
？
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
セ
ク

ハ
ラ
、パ
ワ
ハ
ラ
、マ
タ
ハ
ラ
、

カ
ス
ハ
ラ
等
）Ｃ
Ｓ
Ｒ
本
部

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
推
進
室

℡
０
９
０-

３
１
２
９-

８
９
１
４

に
早
め
の
相
談
を
！ 

ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し
い

交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

【
配
意
事
項
】 

▽
生
活
道
路

の
交
通
安
全
施
策
「
ゾ
ー

ン
30
プ
ラ
ス
」
区
間
や
、

生
活
道
路
で
の
制
限
速
度

の
遵
守
▽
横
断
歩
道
に
お

け
る
歩
行
者
優
先
意
識
の

保
持
と
、
夜
間
帯
の
ハ
イ

ビ
ー
ム
活
用
▽
「
な
が
ら

運
転
」
、「
飲
酒
運
転
」
の

根
絶
▽
「
思
い
や
り
・
ゆ
ず

睡
眠
で
や
せ
る
?!

　
運
動
や
食
事
制
限
な
ど
、
健
康
を
維
持
す
る
に
は
沢
山
の
方
法
が
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
中
で
も
「
睡
眠
」
を
ど
の
く
ら
い
重
視
し
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

健
康
コ
ラ
ム 

№
31

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
推
進
室
か
ら
　
№
58

交
通
ル
ー
ル 

守
る
あ
な
た
が 

守
ら
れ
る



・・

　めでたいの語呂合わせにより、古来より縁起の良い魚として祝いの席や

神事に欠かせない「マダイ」。味、姿、形ともに天下一品で「百魚の王」

と称されます。刺身はもちろん、焼く、煮る、蒸す、汁物など、どのよう

に調理してもおいしいお魚です。近年、三陸での水揚げも増え、宮城の新

たな魚種として注目されています。３月下旬～４月上旬になると、産卵の

ために脂をたくわえた「桜鯛」として知られています。栄養では良質なタ

ンパク質を多く含み、エネルギー代謝を活発にし、筋肉の持久力や疲労回

復に効果が期待できる「クレアチン」が含まれているため体を活発に動か

す人におすすめです。養殖も有名で、愛媛県をはじめ、熊本や三重などで

様々なブランド名を付けたマダイの養殖が盛んに行われています。
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　　 ４月度メディア情報 《番組出演》 4/11㈮ 16:20 ～ミヤギテレビ ＯＨ！バンデス「祝いタイ！土鍋で真鯛炊き込みご飯(予定)」

　　　　　　　　　　　　　　 《雑誌掲載》 3/28㈮発行 情報誌りらく 4 月号 「祝いの逸品！刺身鯛めし」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ※詳しくは仙台水産営業企画部まで

　仙台水産営業企画部の御簾納さん担

当「魚知(うぉっち)」。３月号は「メカジキ」

を食べよう。気仙沼市はメカジキ水揚

げ量全国一位。地元では昔から「メカ」

とも呼ばれ親しまれています。こって

りとした脂とうま味。食感が鶏肉に似

ているので唐揚げや照り焼き、サクッ

と揚げたイタリアンカツレツでどうぞ。

　３月１４日(第２金曜)夕方、ミヤギ

テレビの人気情報番組「OH! バンデス」。

食育アドバイザー大武蓮さんの「おさ

かな道場」。当日の海の幸は「メカジキ」。

気仙沼はメカジキ水揚げ量日本一！旬

のメカジキにはサシ(霜降り状に入った

脂)が入り、とろけるような旨みが味わ

えます。フライパン一つで楽々豪快！

絶品！メカジキのステーキ召し上がれ！

　仙台水産は２月２８日早朝、仙台卸売市場で「ひな祭り」と「サバの日」

イベントを企画し、旬の「春野菜」と合わせて季節の食卓を提案する試食

会を開きました。会場には、３月３日の「ひな祭り」ハマグリや３月８日

の「サバの日」に合わせたサバ照り焼きなどの加工品と、仙台あおば青果

様提案の「春トマト」やお吸い物に欠かせない「菜の花」などの春野菜が

彩り鮮やかに並べられました。試食に「ハマグリのお吸い物」と「サバの

トマト煮」２５０食分が

振る舞われ、好評を博し

ました。仙台水産近海特

種部の鈴木潤一部長は、

「ひな祭りといえばハマ

グリのお吸い物。中国や

国産ともに潤沢に入荷し

ており、特に千葉県産の

ハマグリは好漁でおすす

めです」と話しています。

プロジェクト始動に合わせて、模範マグロ解体見学から活動を始めた

「仙台サバキ女子」チーム。現在、グループ仲卸の仙台宮水と鈴力水産、

丸正水産の３社から場所と指導の協力をいただいて練習を行っています。

　メンバーの４人は、これまで実際に、家庭や職場において出刃包丁を

使って魚を下ろすことはありませんでした。包丁や、のこぎりの使い方

からの出発です。プロジェクト始動後は、週２～３回のペースで、各社

太物担当から始動を受けカツオやキハダマグロの解体から始めています。

　廣澤統括マネージャー

は「デビューは９月のグ

ループ提案会を目指して

いる。女性社員の活躍が

来場者からどう受け入れ

られるか楽しみ。プロ

ジェクトをぜひ成功させ

たい。ただ今、新メンバー

を募集中です。お気軽に」

と話しています。

３ 231７

今月の旬のお魚

マ ダ イ
№72

「メカジキ」を食べよう

ムッシュのおさかな道場

ひな祭り･ハマグリ＆3/8サバの日イベント

ただ今修業中！仙台サバキ女子

▲味、姿、形ともに天下一品！百魚の王

▲サクサクと揚げてジューシー メカツレツ

▲メカジキステーキ、シャリアピンソースがけ

▲色鮮やかに食材が展示され、試食も大好評だった

▲丸正水産(齋藤和幸社長)売場で太物の佐藤宏哉
さん(奥)から指導をうける神林茉子さん
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　新年度入り前の３月、グループ各社

の「団結会」が相次ぎ開かれました。

　写真は、編集部宛てに送付されたも

の。紹介写真のほかにも各部ごと開か

れました。互いの信頼感の醸成、モチ

ベーションのアップ、さらなる団結！

さあ、ヤル気に満ち溢れた活気とやり

がいのある職場を目指しましょう！

　　　《前号から続く、聞き手：市場流通ジャーナリスト 淺沼 進 氏》

いと考えています。

　水産流通適正化法も改正されますが、特にマグロは重要商材ですし、集

荷の段階で法令違反等が起きると全社的な業務に支障が出ます。先ほども

Ⅵ. 今後の課題と仙台水産の取り組み

　具体的な課題は先に述べたとおりですが、今年は改正市場法の見直し

の年です。我が社としては基本的な方向は変わりません。地域内買参人

に影響のない範囲での自由な流通を進めることができる機能をつくって

いきたいと思っています。委託手数料の見直しについて、新改正市場法

施行後、手数料の自由化となり委託手数料を値上げ変更したいくつかの

市場では効果があったとお聞きしておりますので具体的な検討に入りた

お話しましたが、集荷についてもコンプライアンスに基づく産地・出荷者

との信頼関係が重要になってきます。担当者レベルの判断にせず全社的な

方針として共有していくことが大事になると思います。

【市場の発展こそが地域社会貢献】　

　我が社は「お客様第一主義」を掲げていますが、お客様とは「川上、出荷者、

メーカー様から川下小売店、業務用各店、消費者まで」と定義しています。

そのビジネスモデルとして垂直型流通を指向し、特に量販店対策のための

機能をグループで強化してきました。そうした先輩たちの努力で、２４の

グループ企業を有する今があるのですが、私たちはそうした到達点をさら

に高めていく責任を担っています。地域社会の貢献は人作りと企業理念で

唱えています。

【稲盛フィロソフィーの共有】　

　毎朝、執行役員、部長以上でフィロソフィーの読み合わせをしています。

社員全員にフィロソフィー本を配布し社内でも共有し、「考え方」や「利他

の心」など多くのメンターがいる中でも、尊敬している稲盛和夫氏の教え

を全員で共有して質・レベルを上げていきたいと考えてのことです。

　これは「会社経営は一部の経営トップで行うものではなく、全従業員が

関わって行うものだ」という考え方であり、強いグループ経営を推進する

ため、多くの経営者を輩出するために必要なことと考え継続しています。

経営者意識を持ったリーダーを社内で育成するとともに、全従業員が経営

に参画する「全員参加経営」を目指しています。

【生成 AI・習うより慣れろ】　

　グループ各社のシェアードサービスを今期から石森副社長が中心となり

本格的に推進をしています。コスト削減ではなく業務の効率化や間接部門

の品質向上、人材の育成が狙いです。そのこともあり、いま生成 AI が社

会を変える、人間の叡智を超えるＡＧＩまであと２～３年と言われていま

す。ひとつはっきりしているのは生成 AI による社会の変化は食品業界に

も大きな影響を与えるということです。社員にはとにかく「習うより慣れろ」

　２月２７日早朝、宮城調理製菓専門

学校の生徒３８人が市場見学に訪れ、

鮮魚売場やグループ仲卸のマグロ売場

を見学しました。訪れたのは、卒業を

間近に控え、将来、各種調理師を目指

す生徒たち。産学連携授業の一環とし

て昨年に続き今年で３回目となります。

と言ってソフトバンクの孫さん

のユーチューブ動画やＣhatＧ

ＰＴ仕様を奨励しています。

　まだまだ事業経営にどのよう

に導入できるかは決めていませ

んが、業務の効率化だけでなく

お客様提案力向上、商品の企画

開発など可能性を模索している

段階です。(おわり )

　春は別れと出会いの季節。まもなく

桜も開花、春爛漫に。新入社員も入っ

てくる。先輩も襟を正して迎えよう！

　本年も、読みやすく

役に立つ紙面づくりに

努めてまいります。
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